
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カメラユニットと、統合的な処理を行う統合処理ユニットと、少なくとも前記統合処理
ユニットに対するユーザの指示を入力する操作ユニット 備えるデジ
タルカメラにおいて、
　前記統合処理ユニットは、
　起動時に出力される初期データを指定する初期データ指定部と、
　指定された前記初期データをメモリに記録する記録部と
を

ることを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項２】
　前記画像は、前記カメラユニットによって撮像された画像であることを特徴とする請求
項１に記載のデジタルカメラ。
【請求項３】
　前記画像が動画である場合に、
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と、表示ユニットとを

有し、
　前記初期データは、画像のデータを含み、
　前記表示ユニットは、前記画像の縮小画像を表示し、
　前記操作ユニットは、ユーザが所望する画像の縮小画像を、前記表示ユニットに表示さ
れた前記縮小画像から選択し、
　前記初期データ指定部は、選択された前記縮小画像に対応する前記画像のデータを前記
初期データとして指定す



　前記表示ユニットは、前記動画を構成する１枚の画像の前記縮小画像を表示することを
特徴とする請求項１又は２に記載のデジタルカメラ。
【請求項４】
　前記初期データは、音声のデータを含むことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに
記載のデジタルカメラ。
【請求項５】
　前記初期データを外部から読み込んで取得する入力部をさらに有することを特徴とする
請求項１乃至４のいずれかに記載のデジタルカメラ。
【請求項６】
　前記記録部は、前記初期データを前記メモリの容量に応じた情報量に圧縮して前記メモ
リに記録することを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載のデジタルカメラ。
【請求項７】
　カメラユニットと、統合的な処理を行う統合処理ユニットと、少なくとも前記統合処理
ユニットに対するユーザの指示を入力する操作ユニットとを備えるデジタルカメラにおい
て、
　前記統合処理ユニットは、
　起動時に出力される初期データを指定する初期データ指定部と、
　指定された前記初期データをメモリに記録する記録部と
を

とを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項８】
　前記初期データは、画像のデータを含むことを特徴とする請求項７に記載のデジタルカ
メラ。
【請求項９】
　前記音声のデータを記録するオーディオユニットをさらに含み、
　前記初期データは、前記オーディオユニットによって記録された前記音声のデータを含
むことを特徴とする請求項７に記載のデジタルカメラ。
【請求項１０】
　前記初期データを外部から読み込んで取得する入力部をさらに有することを特徴とする
請求項７乃至９のいずれかに記載のデジタルカメラ。
【請求項１１】
　前記記録部は、前記初期データを前記メモリの容量に応じた情報量に圧縮して前記メモ
リに記録することを特徴とする請求項７乃至１０のいずれかに記載のデジタルカメラ。
【請求項１２】
　カメラユニットと、統合的な処理を行う統合処理ユニットと、少なくとも前記統合処理
ユニットに対するユーザの指示を入力する操作ユニットとを備えるデジタルカメラにおい
て、
　前記統合処理ユニットは、
　起動時に出力される初期データを指定する初期データ指定部と、
　指定された前記初期データをメモリに記録する記録部

有することを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項１３】
　前記初期データは、画像のデータを含むことを特徴とする請求項１２に記載のデジタル
カメラ。
【請求項１４】
　前記記録部は、前記初期データを前記メモリの容量に応じた情報量に圧縮して前記メモ
リに記録することを特徴とする請求項１２乃至１３のいずれかに記載のデジタルカメラ。
【請求項１５】
　カメラユニットと、統合的な処理を行う統合処理ユニットと、少なくとも前記統合処理
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有し、
　前記初期データは、音声のデータを含むこ

と、
　前記初期データを外部から読み込んで取得する入力部と
を



ユニットに対するユーザの指示を入力する操作ユニットとを備えるデジタルカメラにおい
て、
　前記統合処理ユニットは、
　起動時に出力される初期データを指定する初期データ指定部と、
　指定された前記初期データをメモリに記録する記録部と
を

ることを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項１６】
　前記初期データは、画像のデータを含むことを特徴とする請求項１５に記載のデジタル
カメラ。
【請求項１７】
　前記初期データが音声のデータを含む場合、前記記録部は、前記音声のデータを前記メ
モリの容量に応じた長さに切り取って記録することを特徴とする請求項１５又は１６に記
載のデジタルカメラ。
【請求項１８】
　カメラユニットと、統合的な処理を行う統合処理ユニットと、少なくとも前記統合処理
ユニットに対するユーザの指示を入力する操作ユニットとを備えるデジタルカメラにおい
て、
　前記統合処理ユニットは、
　起動時に出力される初期データを指定する初期データ指定部と、
　指定された前記初期データをメモリに記録する記録部と
を

ることを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項１９】
　前記初期データは、音声のデータを含むことを特徴とする請求項１８に記載のデジタル
カメラ。
【請求項２０】
　前記初期データを外部から読み込んで取得する入力部をさらに有することを特徴とする
請求項１８又は１９に記載のデジタルカメラ。
【請求項２１】
　前記記録部は、前記初期データを前記メモリの容量に応じた情報量に圧縮して前記メモ
リに記録することを特徴とする請求項１８乃至２０のいずれかに記載のデジタルカメラ。
【請求項２２】
　装置全体を統括的に制御する統合処理ユニットを備える初期情報出力装置において、
　前記統合処理ユニットは、
　起動時に出力される初期データを指定する初期データ指定部と、
　指定された前記初期データをメモリに記録する記録部と
を有し、
　前記初期データ指定部は、当該装置外部より読み込まれた前記初期データを指定するこ
とを特徴とする初期情報出力装置。
【請求項２３】

【請求項２４】
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有し、
　前記記録部は、前記初期データを前記メモリの容量に応じた情報量に圧縮して前記メモ
リに記録す

有し、
　前記初期データは、前記カメラユニットによって撮像された画像のデータを含み、
　前記操作ユニットは、撮影前に、撮影された画像を前記初期データとして登録すること
をユーザに設定させ、
　前記初期データ指定部は、前記カメラユニットによって画像が撮影されると、撮影され
た画像を初期データとして指定す

　前記初期データは、画像のデータを含むことを特徴とする請求項２２に記載の初期情報
出力装置。

　前記統合処理ユニットに対するユーザの指示を入力する操作ユニットと、



【請求項２５】

【請求項２６】

【請求項２７】

【請求項２８】

【請求項２９】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、デジタルカメラに関する。特に本発明は、カメラユニットと、統合的な処理を
行う統合処理ユニットとを備えるデジタルカメラ、及びそのデジタルカメラに利用可能な
初期情報出力装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来のデジタルカメラやパーソナルコンピュータなどの情報機器は、一般に、電源をオン
にした後、ゴート処理にある程度の時間がかかる。その間、画面に会社のロゴなどを表示
することが多い。
【０００３】
特開平５－１０８１８７号（公開日平成５年４月３０日）は、電源遮断から電源投入まで
の時間が長い場合にのみオープニング画面を表示する測定装置を開示している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、いずれの場合も、同じ初期画像が表示されるので、長期間使用しているとユーザ
ーが飽きてしまうなどの問題が生じる。
【０００５】
そこで本発明は、上記の課題を解決することのできるデジタルカメラを提供することを目
的とする。この目的は特許請求の範囲における独立項に記載の特徴の組み合わせにより達
成される。また従属項は本発明の更なる有利な具体例を規定する。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
即ち、本発明の第１の形態は、カメラユニットと、統合的な処理を行う統合処理ユニット
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　前記画像の縮小画像を表示する表示ユニットと
をさらに有し、
　前記操作ユニットは、ユーザが所望する前記縮小画像を前記表示ユニットに表示された
前記縮小画像から選択し、
　前記初期データ指定部は、選択された前記縮小画像に対応する前記画像のデータを前記
初期データとして指定することを特徴とする請求項２３に記載の初期情報出力装置。

　前記画像が動画である場合に、
　前記表示ユニットは、前記動画を構成する１枚の画像の前記縮小画像を表示することを
特徴とする請求項２４に記載の初期情報出力装置。

　前記初期データは、音声のデータを含むことを特徴とする請求項２２乃至２５のいずれ
かに記載の初期情報出力装置。

　前記音声のデータを記録するオーディオユニットをさらに含み、
　前記初期データは、前記オーディオユニットによって記録された前記音声のデータを含
むことを特徴とする請求項２６に記載の初期情報出力装置。

　前記記録部は、前記初期データを前記メモリの容量に応じた情報量に圧縮して前記メモ
リに記録することを特徴とする請求項２２乃至２７のいずれかに記載の初期情報出力装置
。

　前記初期データが音声のデータを含む場合、前記記録部は、前記音声のデータを前記メ
モリの容量に応じた長さに切り取って記録することを特徴とする請求項２８に記載の初期
情報出力装置。



と、少なくとも前記統合処理ユニットに対するユーザーの指示を入力する操作ユニットと
を備えるデジタルカメラである。前記統合処理ユニットは、起動時に出力される初期デー
タを指定する初期データ指定部と、指定された前記初期データをメモリに記録する記録部
とを有する。ここで、初期データは、画像データ、音声データなどを含んでもよい。前記
初期データ指定部は、任意のタイミングで初期データを指定してもよい。
【０００７】
前記初期データが記録されている場合に、前記初期データを読み出す読出部と、起動時に
前記読出部に対して読み出しを開始させる起動時出力制御部と、前記読出部によって読み
出された前記初期データを再生する再生部とをさらに有してもよい。
【０００８】
前記初期データは、画像のデータを含んでもよく、前記画像は、前記カメラユニットによ
って撮像されてもよい。
【０００９】
前記画像のデータは、複数の画像を並置した状態で記録されてもよい。例えば画像データ
は、異なる画像を複数枚並置したいわゆるマルチ画面のような状態で記録されてもよく、
同一の画像を複数並置したいわゆるタイル画面のような状態で記録されてもよい。
【００１０】
前記画像の縮小画像を表示する表示ユニットをさらに有してもよく、前記操作ユニットは
、ユーザーが所望する前記縮小画像を前記表示ユニットに表示された前記縮小画像から選
択してもよく、前記初期データ指定部は、選択された前記縮小画像に対応する前記画像の
データを前記初期データとして指定してもよい。
【００１１】
前記画像が動画である場合に、前記表示ユニットは、前記動画を構成する１枚の画像の前
記縮小画像を表示してもよい。
【００１２】
前記音声のデータを記録するオーディオユニットをさらに含んでもよく、前記初期データ
は、前記オーディオユニットによって記録された前記音声のデータを含んでもよい。
【００１３】
前記初期データを外部から読み込んで取得する入力部をさらに有してもよい。
【００１４】
前記記録部は、前記初期データを前記メモリの容量に応じた情報量に圧縮して前記メモリ
に記録してもよい。前記初期データが音声のデータを含む場合は、前記記録部は、前記音
声のデータを前記メモリの容量に応じた長さに切り取って記録してもよい。
【００１５】
本発明の第２の形態は、装置全体を統括的に制御する統合処理ユニットを備える初期情報
出力装置である。前記統合処理ユニットは、起動時に出力される初期データを指定する初
期データ指定部と、指定された前記初期データをメモリに記録する記録部とを有し、前記
初期データ指定部は、当該初期情報出力装置外部より読み込まれた前記初期データを指定
する。前記初期情報出力装置の構成は、デジタルカメラについて説明した以上の構成及び
機能を追加してもよく、また、任意の組み合わせで本装置に組み入れてもよい。
【００１６】
なお上記の発明の概要は、本発明の必要な特徴の全てを列挙したものではなく、これらの
特徴群のサブコンビネーションも又発明となりうる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、発明の実施の形態を通じて本発明を説明するが、以下の実施形態はクレームにかか
る発明を限定するものではなく、又実施形態の中で説明されている特徴の組み合わせの全
てが発明の解決手段に必須であるとは限らない。
【００１８】
図１は、デジタルカメラ１０の全体構成図である。デジタルカメラ１０は起動時に本実施
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の形態に特徴的な出力動作を行う起動時出力処理部３００を有する。起動時出力処理部３
００については図２で詳述する。デジタルカメラ１０は、主にカメラユニット２００、統
合処理ユニット２２０、および操作ユニット１１０を備える。
【００１９】
カメラユニット２００は撮像ユニット２０と駆動ユニット４０を有する。撮像ユニット２
０は、撮影および結像に関する機構部材および電気部材を含む。撮像ユニット２０はまず
、映像を取り込んで処理を施す撮影レンズ２２、絞り２４、シャッタ２６、光学ＬＰＦ（
ローパスフィルタ）２８、ＣＣＤ３０、および撮像信号処理部３２を含む。撮影レンズ２
２は、フォーカスレンズやズームレンズ等からなる。この構成により、被写体像がＣＣＤ
３０の受光面上に結像する。結像した被写体像の光量に応じ、ＣＣＤ３０の各センサエレ
メント（図示せず）に電荷が蓄積される（以下その電荷を「蓄積電荷」という）。蓄積電
荷は、リードゲートパルスによってシフトレジスタ（図示せず）に読み出され、レジスタ
転送パルスによって電圧信号として順次読み出される。
【００２０】
デジタルカメラ１０は一般に電子シャッタ機能を有するので、シャッタ２６のような機械
式シャッタは必須ではない。電子シャッタ機能を実現するために、ＣＣＤ３０にシャッタ
ゲートを介してシャッタドレインが設けられる。シャッタゲートを駆動すると蓄積電荷が
シャッタドレインに掃き出される。シャッタゲートの制御により、各センサエレメントに
電荷を蓄積するための時間、すなわちシャッタスピードが制御できる。
【００２１】
ＣＣＤ３０から出力される電圧信号、すなわちアナログ信号は撮像信号処理部３２でＲ、
Ｇ、Ｂ成分に色分解され、まずホワイトバランスが調整される。つづいて撮像信号処理部
３２はガンマ補正を行い、必要なタイミングでＲ、Ｇ、Ｂ信号を順次Ａ／Ｄ変換し、その
結果得られたデジタルの画像データ（以下単に「デジタル画像データ」とよぶ）を制御ユ
ニット６０へ出力する。
【００２２】
撮像ユニット２０はさらに、ファインダ３４とストロボ３６を有する。ファインダ３４に
は図示しないＬＣＤを内装してもよく、その場合、後述のメインＣＰＵ６２等からの各種
情報をファインダ３４内に表示できる。ストロボ３６は、コンデンサ（図示せず）に蓄え
られたエネルギが放電管３６ａに供給されたときそれが発光することで機能する。動画を
撮影する場合、撮像ユニット２０は、所定の時間毎に以上の撮影動作を行う。
【００２３】
駆動ユニット４０は、ズーム駆動部４２、フォーカス駆動部４４、絞り駆動部４６、シャ
ッタ駆動部４８、それらを制御する撮像系ＣＰＵ５０、測距センサ５２、および測光セン
サ５４を含む。ズーム駆動部４２などの駆動部は、それぞれステッピングモータ等の駆動
手段を有する。後述のレリーズスイッチ１１４の押下に応じ、測距センサ５２は被写体ま
での距離を測定し、測光センサ５４は被写体輝度を測定する。測定された距離のデータ（
以下単に「測距データ」という）および被写体輝度のデータ（以下単に「測光データ」と
いう）は撮像系ＣＰＵ５０へ送られる。撮像系ＣＰＵ５０は、ユーザーから指示されたズ
ーム倍率等の撮影情報に基づき、ズーム駆動部４２とフォーカス駆動部４４を制御して撮
影レンズ２２のズーム倍率とピントの調整を行う。
【００２４】
撮像系ＣＰＵ５０は、１画像フレームのＲＧＢのデジタル信号積算値、すなわちＡＥ情報
に基づいて絞り値とシャッタスピードを決定する。決定された値にしたがい、絞り駆動部
４６とシャッタ駆動部４８がそれぞれ絞り量の調整とシャッタ２６の開閉を行う。
【００２５】
撮像系ＣＰＵ５０はまた、測光データに基づいてストロボ３６の発光を制御し、同時に絞
り２６の絞り量を調整する。ユーザーが映像の取込を指示したとき、ＣＣＤ３０が電荷蓄
積を開始し、測光データから計算されたシャッタ時間の経過後、蓄積電荷が撮像信号処理
部３２へ出力される。
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【００２６】
統合処理ユニット２２０は、制御ユニット６０、表示ユニット１００、及びオーディオユ
ニット１２０を有し、統合的な処理を行う。制御ユニット６０は、デジタルカメラ１０全
体、とくに制御ユニット６０自身を制御するメインＣＰＵ６２と、これによって制御され
るメモリ制御部６４、ＹＣ処理部７０、オプション装置制御部７４、圧縮伸張処理部７８
、通信Ｉ／Ｆ部８０を含む。メインＣＰＵ６２は、シリアル通信などにより、撮像系ＣＰ
Ｕ５０との間で必要な情報をやりとりする。メインＣＰＵ６２の動作クロックは、クロッ
ク発生器８８から与えられる。クロック発生器８８は、撮像系ＣＰＵ５０、表示ユニット
１００に対してもそれぞれ異なる周波数のクロックを提供する。
【００２７】
メインＣＰＵ６２には、キャラクタ生成部８４とタイマ８６が併設されている。タイマ８
６は電池でバックアップされ、つねに日時をカウントしている。このカウント値から撮影
日時に関する情報、その他の時刻情報がメインＣＰＵ６２に与えられる。キャラクタ生成
部８４は、撮影日時、タイトル等の文字情報を発生し、この文字情報が適宜撮影画像に合
成される。この実施の形態に特徴的な起動時出力処理も主にメインＣＰＵ６２によってな
される。詳細は図３以降で説明する。
【００２８】
メモリ制御部６４は、不揮発性メモリ６６とメインメモリ６８を制御する。不揮発性メモ
リ６６は、ＥＥＰＲＯＭ（電気的消去およびプログラム可能なＲＯＭ）やＦＬＡＳＨメモ
リなどで構成され、ユーザーによる設定情報や出荷時の調整値など、デジタルカメラ１０
の電源がオフの間も保持すべきデータが格納されている。不揮発性メモリ６６には、場合
によりメインＣＰＵ６２のブートプログラムやシステムプログラムなどが格納されてもよ
い。一方、メインメモリ６８は一般にＤＲＡＭのように比較的安価で容量の大きなメモリ
で構成される。メインメモリ６８は、撮像ユニット２０から出力されたデータを格納する
フレームメモリとしての機能、各種プログラムをロードするシステムメモリとしての機能
、その他ワークエリアとしての機能をもつ。不揮発性メモリ６６とメインメモリ６８は、
制御ユニット６０内外の各部とメインバス８２を介してデータのやりとりを行う。
【００２９】
ＹＣ処理部７０は、デジタル画像データにＹＣ変換を施し、輝度信号Ｙと色差（クロマ）
信号Ｂ－Ｙ、Ｒ－Ｙを生成する。輝度信号と色差信号はメモリ制御部６４によってメイン
メモリ６８に一旦格納される。圧縮伸張処理部７８はメインメモリ６８から順次輝度信号
と色差信号を読み出して圧縮する。こうして圧縮されたデータ（以下単に「圧縮データ」
という）は、オプション装置制御部７４を介してオプション装置７６の一種であるメモリ
カードへ書き込まれる。
【００３０】
制御ユニット６０はさらにエンコーダ７２をもつ。エンコーダ７２は輝度信号と色差信号
を入力し、これらをビデオ信号（ＮＴＳＣやＰＡＬ信号）に変換してビデオ出力端子９０
から出力する。オプション装置７６に記録されたデータからビデオ信号を生成する場合、
そのデータはまずオプション装置制御部７４を介して圧縮伸張処理部７８へ与えられる。
つづいて、圧縮伸張処理部７８で必要な伸張処理が施されたデータはエンコーダ７２によ
ってビデオ信号へ変換される。
【００３１】
オプション装置制御部７４は、オプション装置７６に認められる信号仕様およびメインバ
ス８２のバス仕様にしたがい、メインバス８２とオプション装置７６の間で必要な信号の
生成、論理変換、または電圧変換などを行う。デジタルカメラ１０は、オプション装置７
６として前述のメモリカードのほかに、例えばＰＣＭＣＩＡ準拠の標準的なＩ／Ｏカード
をサポートしてもよい。その場合、オプション装置制御部７４は、ＰＣＭＣＩＡ用バス制
御ＬＳＩなどで構成してもよい。
【００３２】
通信Ｉ／Ｆ部８０は、デジタルカメラ１０がサポートする通信仕様、たとえばＵＳＢ、Ｒ
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Ｓ－２３２Ｃ、イーサネットなどの仕様に応じたプロトコル変換等の制御を行う。通信Ｉ
／Ｆ部８０は、必要に応じてドライバＩＣを含み、ネットワークを含む外部機器とコネク
タ９２を介して通信する。そうした標準的な仕様のほかに、例えばプリンタ、カラオケ機
、ゲーム機等の外部機器との間で独自のＩ／Ｆによるデータ授受を行う構成としてもよい
。
【００３３】
表示ユニット１００は、ＬＣＤモニタ１０２とＬＣＤパネル１０４を含む。それらはＬＣ
Ｄドライバであるモニタドライバ１０６、パネルドライバ１０８によってそれぞれ制御さ
れる。ＬＣＤモニタ１０２は、例えば２インチ程度の大きさでカメラ背面に設けられ、現
在の撮影や再生のモード、撮影や再生のズーム倍率、電池残量、日時、モード設定のため
の画面、被写体画像などを表示する。ＬＣＤパネル１０４は例えば小さな白黒ＬＣＤでカ
メラ上面に設けられ、画質（ＦＩＮＥ／ＮＯＲＭＡＬ／ＢＡＳＩＣなど）、ストロボ発光
／発光禁止、標準撮影可能枚数、画素数、電池容量などの情報を簡易的に表示する。
【００３４】
操作ユニット１１０は、ユーザーがデジタルカメラ１０の動作やそのモードなどを設定ま
たは指示するために必要な機構および電気部材を含む。パワースイッチ１１２は、デジタ
ルカメラ１０の電源のオンオフを決める。レリーズスイッチ１１４は、半押しと全押しの
二段階押し込み構造になっている。一例として、半押しでＡＦおよびＡＥがロックし、全
押しで撮影画像の取込が行われ、必要な信号処理、データ圧縮等の後、メインメモリ６８
、オプション装置７６等に記録される。操作ユニット１１０はこれらのスイッチの他、回
転式のモードダイヤルや十字キーなどによる設定を受け付けてもよく、それらは図１にお
いて機能設定部１１６と総称されている。操作ユニット１１０で指定できる動作または機
能の例として、「ファイルフォーマット」、「特殊効果」、「印画」、「決定／保存」、
「表示切換」等がある。ズームスイッチ１１８は、ズーム倍率を決める。
【００３５】
オーディオユニット１２０は、スピーカー１２２、Ａ／Ｄ変換部１２４、マイク１２６、
マイクアンプ１２８、及びＤ／Ａ変換部１３０を含む。マイク１２６は、外部の音声を捉
えてマイクアンプ１２８へ送る。マイクアンプ１２８は、マイク１２６から受け取った音
声データを所定のゲインで増幅してＡ／Ｄ変換部１３０へ送る。Ａ／Ｄ変換部１３０は、
入力した音声データをアナログ信号からデジタル信号に変換して、メインバス８２へ送る
。
【００３６】
Ｄ／Ａ変換部１２４は、メインバス８２から音声データを受け取ると、デジタル信号から
アナログ信号に変換する。アナログ信号は、スピーカー１２２から音声として出力される
。
【００３７】
以上の構成による主な動作は以下のとおりである。まずデジタルカメラ１０のパワースイ
ッチ１１２がオンされ、カメラ各部に電力が供給される。メインＣＰＵ６２は、機能設定
部１１６の状態を読み込むことで、デジタルカメラ１０が撮影モード、再生モード、及び
初期データ登録モードのいずれのモードにあるかを判断する。
【００３８】
デジタルカメラ１０が撮影モードにあるとき、メインＣＰＵ６２はレリーズスイッチ１１
４の半押し状態を監視する。半押し状態が検出されたとき、メインＣＰＵ６２は測光セン
サ５４および測距センサ５２からそれぞれ測光データと測距データを得る。得られたデー
タに基づいて駆動ユニット４０が動作し、撮影レンズ２２のピント、絞りなどの調整が行
われる。調整が完了すると、ＬＣＤモニタ１０２に「スタンバイ」などの文字を表示して
ユーザーにその旨を伝え、つづいてレリーズスイッチ１１４の全押し状態を監視する。レ
リーズスイッチ１１４が全押しされると、所定のシャッタ時間をおいてシャッタ２６が閉
じられ、ＣＣＤ３０の蓄積電荷が撮像信号処理部３２へ掃き出される。撮像信号処理部３
２による処理の結果生成されたデジタル画像データはメインバス８２へ出力される。デジ
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タル画像データは一旦メインメモリ６８へ格納され、この後ＹＣ処理部７０と圧縮伸張処
理部７８で処理を受け、オプション装置制御部７４を経由してオプション装置７６へ記録
される。記録された画像は、フリーズされた状態でしばらくＬＣＤモニタ１０２に表示さ
れ、ユーザーは撮影画像を知ることができる。以上で一連の撮影動作が完了する。
【００３９】
一方、デジタルカメラ１０が再生モードの場合、メインＣＰＵ６２は、メモリ制御部６４
を介してメインメモリ６８から最後に撮影した画像を読み出し、これを表示ユニット１０
０のＬＣＤモニタ１０２へ表示する。
【００４０】
この状態でユーザーが機能設定部１１６にて「順送り」、「逆送り」を指示すると、現在
表示している画像の前後に撮影された画像が読み出され、ＬＣＤモニタ１０２へ表示され
る。
【００４１】
本実施の形態に特徴的な初期データ登録モードの場合、ユーザーは、機能設定部１１６を
介して、起動時に出力すべき初期データを選択する。選択されたデータは、初期データと
して記録され、起動時に再生される。
【００４２】
図２は、本実施の形態に特徴的な起動時出力処理部３００の概略機能ブロックを示す。起
動時出力処理部３００は、入力部３３０、初期データ指定部３１０、登録有無認識部３１
２、起動時出力制御部３１４、記録部３１６、情報圧縮部３１８、初期データ保持部３２
０、読出部３２２、起動認識部３２４、デフォルト初期データ保持部３２６、及び再生部
３２８を有する。
【００４３】
起動時出力処理部３００は一例として、図１のメインＣＰＵ６２と、メインメモリ６８や
不揮発性メモリ６６に格納またはロードされたプログラムの連携によって実現することが
できる。メインＣＰＵ６２が内蔵メモリをもつ場合にはそのメモリに必要なプログラムを
格納し、諸機能をファームウエアとして実現してもよい。図２は、起動時出力処理部３０
０の各機能をひとまとまりの構成として記述したが、これらは実際には物理的にひとまと
まりであるとは限らないし、その必要もない。例えば、再生部３２８の機能は、表示ユニ
ット１００及びオーディオユニット１２０に持たせてもよく、初期データ保持部３２０の
機能は、不揮発性メモリ６６に持たせてもよい。情報圧縮部３１８の機能はメインバス８
２に読み出された情報を読み込んで圧縮する任意の構成の機能と考えてもよい。いずれに
せよ、デジタルカメラ１０において起動時出力処理部３００の機能を実現する設計には相
当の自由度がある。
【００４４】
デジタルカメラ１０が初期データ登録モードにあるとき、ユーザーは、機能設定部１１６
を介して起動時に出力すべき初期データを選択する。初期データ指定部３１０は、選択さ
れたデータを初期データとして指定する。初期データには、静止画や動画の画像データ、
音声データ、及び画像と音声両方のデータなどが含まれてもよい。これらのデータは、デ
ジタルカメラ１０外部に格納されたデータであってもよい。また、撮像ユニット２０によ
って撮影された画像のデータ、オーディオユニット１２０によって録音された音声のデー
タであってもよい。これによって、ユーザーは、好みのデータを初期画像データとして選
択することができる。
【００４５】
初期データ指定部３１０はさらに、初期データを指定したか否かを示す登録有無信号を登
録有無認識部３１２へ送り、いずれのデータを初期データとして指定したかを示す記録部
３１６へ送る。指定情報は例えば、指定したデータのファイル名や、ＩＤなどデータを特
定する情報であってもよい。
【００４６】
入力部３３０は、デジタルカメラ１０外部から情報を読み込んで取得する。入力部３３０
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は例えば、オプション装置制御部７４及び、通信Ｉ／Ｆ部８０とコネクタ９２などのイン
ターフェースに相当する。記録部３１６は、初期データ指定部３１０から受け取った指定
情報に基づいて、初期データとして指定するデータを入力部３３０またはメインバス８２
から入力する。これによって、ユーザーは、外部から入力したデータを初期データとして
登録することができる。
【００４７】
情報圧縮部３１８は、記録部３１６から受け取ったデータを初期データ保持部３２０のメ
モリ容量に応じて圧縮する。情報圧縮部３１８は、静止画像のデータを例えばＪＰＥＧな
どのデータ形式に圧縮してもよく、動画のデータを例えばＭＰＥＧなどのデータ形式に圧
縮してもよく、音声データを例えばＭＰ３やＭＩＤＩなどのデータ形式に圧縮してもよい
。初期データ保持部３２０は、情報圧縮部３１８から受け取った圧縮データを記録する。
これによって、画像データのように容量の大きなデータも小容量のメモリに記録すること
ができる。
【００４８】
他の形態としては、初期データ保持部３２０は、当該初期データ保持部３２０の容量に応
じた長さ、すなわち再生時間分に切り取られた音声データを記録してもよい。音声データ
が音色、音程、長さ、及び強さなどに分かれたファイル形式の場合は、音声データをメモ
リ容量に応じた時間分再生できるように音色、音程、長さ、及び強さのそれぞれを切り取
って記録してもよい。これによって、音質を低下させずに、データ容量を小さくすること
ができる。デフォルト初期データ保持部３２６は、デジタルカメラ１０出荷時に初期デー
タとして設定されたデフォルト初期データを記録する。
【００４９】
起動認識部３２４は、パワースイッチ１１２がオンになると起動時出力制御部３１４へパ
ワースイッチ１１２がオンになったことを示す起動認識信号を送る。起動時出力制御部３
１４は、起動認識信号を受け取ると、登録有無認識部３１２から登録有無信号を入力し、
読出部３２２に対して読み出しを開始させる開始信号を送る。起動時出力制御部３１４は
さらに、登録有無信号に基づいて、読出部３２２に対して初期データ及びデフォルト初期
データのいずれの情報を読み出すかを指示する指示情報を送る。読出部３２２は、開始信
号を受け取ると、指示信号に基づいて初期データまたはデフォルト初期データを読み出し
て再生部３２８へ送る。再生部３２８は、読出部３２２によって読み出されたデータを再
生する。このように起動時出力処理部３００は、起動時に所定の初期データを自動的に出
力することができる。
【００５０】
図３は、ＬＣＤモニタ１０２を示す。画像のデータを初期データとして登録する場合、Ｌ
ＣＤモニタ１０２は、初期データの候補となる画像のサムネイル画像を表示する。このよ
うに複数のサムネイル画像を一度に画面表示してもよい。また、一度に画面表示できない
場合は、操作ユニット１１０を操作することによってサムネイル画像を画面の上下及び左
右に移動させて順次表示させてもよい。サムネイル画像を選択する場合、操作ユニット１
１０を操作してユーザーの所望するサムネイル画像に枠５００を合わせる。このとき操作
ユニット１１０の操作によって枠５００が移動してもよく、またサムネイル画像が移動し
てもよい。初期データとして登録する画像のデータは、ユーザーが撮影した画像、ユーザ
ーがＰＣなどで作成した画像、お気に入りのキャラクター、ユーザーの好みの文字、地図
などの図面、幾何学模様、及び記号などでもよい。これによってユーザーは、サムネイル
を閲覧して、多数の選択肢の中から所望の画像を初期データとして選択することができる
。
【００５１】
動画を選択する場合は、動画を構成する画像のうち、例えば動画の初期画像など１枚の画
像のサムネイル画像をＬＣＤモニタ１０２に表示する。またこの場合、ユーザーが所望の
サムネイル画像に枠５００を合わせると、起動時に再生されるべき動画がＬＣＤモニタ１
０２に再生表示されてもよい。これによって、ユーザーは、初期データとして動画を選択
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する場合、静止画及び動画を閲覧して、所望する動画のデータを初期データとして選択す
ることができる。
【００５２】
図４は、静止画像データを初期データとして登録する場合のデジタルカメラ１０の動作を
示すフローチャートである。デジタルカメラ１０の動作が開始し、ユーザーは操作ユニッ
ト１１０を操作して、初期データ登録モードに設定する（Ｓ１００）。次に、撮像ユニッ
ト２０によって撮影された画像を初期データとして登録する場合は（Ｓ１０２）、画像を
撮影する（Ｓ１０４）。ユーザーが所望する枚数の画像が撮影されると（Ｓ１０６）、撮
影された画像のサムネイル画像がＬＣＤモニタ１０２に再生表示される（Ｓ１０８）。ユ
ーザーは、ＬＣＤモニタ１０２に表示されたサムネイル画像を閲覧することができる。Ｓ
１０２で、撮像された画像を登録しない場合は、入力部３３０から画像データが入力され
（Ｓ１２０）、再生段階（Ｓ１０８）で、入力部３３０から入力した画像のサムネイル画
像がＬＣＤモニタ１０２に再生表示される。
【００５３】
次に、ユーザーによってＬＣＤモニタ１０２に表示されたサムネイル画像からサムネイル
画像が選択されると、起動時に表示されるべき画像がＬＣＤモニタ１０２に表示される（
Ｓ１１０）。次に、表示された画像を初期データとして登録すると（Ｓ１１２）、初期デ
ータ指定部３１０は、ユーザーによって選択されたサムネイル画像に対応する静止画像デ
ータを初期データとして指定する。次に、記録部３１６は、初期データ指定部３１０によ
って指定された画像データをメインバス８２を介して入力する。次に、情報圧縮部３１８
は、記録部３１６から画像データを入力し、所定の圧縮処理を施して（Ｓ１１４）、初期
データ保持部３２０へ記録する（Ｓ１１６）。Ｓ１１２で初期データを登録しない場合は
、再び、再生段階（Ｓ１０８）へ戻り、サムネイル画像を選択する。以上でデジタルカメ
ラ１０の動作は終了する。
【００５４】
撮像ユニット２０によって撮影された画像を登録する場合の他の形態としては、撮影前に
、これから撮影する画像を初期データとして登録することを指定してもよい。この場合ユ
ーザーは、撮影前に操作ユニット１１０を介して初期データ登録の設定を行う。次に、撮
像ユニット２０によって画像が撮影されると、撮影された画像が自動的に初期データとし
て登録される。次に、データ圧縮段階（Ｓ１１４）以降の動作によって、撮影された画像
のデータは初期情報保持部３２０に記録される。
【００５５】
さらに他の形態としては、一番最後に撮影した画像が自動的に初期データとして登録され
てもよい。この場合ユーザーは、操作ユニット１１０を介して初期データ登録の設定を行
う。この登録は、撮影の前でも後でもよい。この場合も、初期データの登録が完了すると
、データ圧縮段階（Ｓ１１４）以降の動作によって、撮影された画像のデータは初期情報
保持部３２０に記録される。
【００５６】
動画像データを初期データとして登録する場合のデジタルカメラ１０の動作は、図４にお
ける静止画像データを初期データとして登録する場合のデジタルカメラ１０の動作を示す
フローチャートとほぼ同様である。動画のデータを初期データとして登録する場合は、再
生段階（Ｓ１０８）において、動画を構成する画像のうちの一枚を表示する。また、初期
データ選択段階（Ｓ１１０）において、所望のサムネイル画像を選択すると、起動時に表
示されるべき動画がＬＣＤモニタ１０２に再生表示される。これ以外のデジタルカメラ１
０の動作は、図４に示した静止画のデータを初期データとして登録するときのデジタルカ
メラ１０の動作と同様である。これによって、ユーザーは、動画を選択する場合に、静止
画と動画の両方を閲覧しながら初期データを登録することができる。
【００５７】
図５は、音声データを初期データとして登録するときのデジタルカメラ１０の動作を示す
フローチャートである。デジタルカメラ１０の動作が開始し、ユーザーは、操作ユニット
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１１０を操作して、初期データ登録モードに設定する（Ｓ２００）。次に、オーディオユ
ニット１２０によって録音された音声データを初期データとして登録する場合は（Ｓ２０
２）、操作ユニット１１０によって登録を指定する。次に、ユーザーは、マイク１２６か
ら所望の音声を入力する（Ｓ２０４）。
【００５８】
次に、録音した音声データが再生され、スピーカー１２２から出力される（Ｓ２０６）。
次に、再生された音声データを初期データとして選択すると（Ｓ２０８）、初期データ指
定部３１０は、選択された音声データを初期データとして指定する。次に、記録部３１６
は、初期データ指定部３１０によって指定された音声データをメインバス８２を介して入
力する。次に、情報圧縮部３１８は、記録部３１６から音声データを入力し、所定の圧縮
処理を施して（Ｓ２１０）、初期データ保持部３２０へ記録する（Ｓ２１２）。Ｓ２０８
で初期データを選択しない場合は、再び、録音段階（Ｓ２０４）へ戻り、音声を録音する
。以上でデジタルカメラ１０の動作は終了する。
【００５９】
Ｓ２０２で、録音した音声のデータを初期データとして登録しない場合、入力部３３０か
ら音声データが入力される（Ｓ２２０）。次に、入力された音声データが再生され、スピ
ーカー１２２から出力される（Ｓ２２２）。次に、再生された音声データを初期データと
して選択すると（Ｓ２２４）、圧縮段階（Ｓ２１０）へ進む。Ｓ２２４で、再生された音
声を初期データとして選択しない場合、再び、再生段階（Ｓ２２２）に戻り、入力された
音声データが再生され、スピーカー１２２から出力される。
【００６０】
他の形態としては、再生段階（Ｓ２２２）で、入力した複数の音声データが順次、再生さ
れてもよい。この場合、ユーザーが、再生された音声から所望の音声データを選択すると
、選択された音声データが再生される。再生された音声データを初期データとして登録す
る場合は、圧縮段階（Ｓ２１０）へ進む。選択しない場合は、再び再生段階（Ｓ２２２）
へ戻る。
【００６１】
他の形態としては、圧縮段階（Ｓ２１０）で、音声データの長さ、すなわち再生時間は、
初期データ保持部３２０のメモリ容量が許容する範囲内で、ユーザーの設定によって変更
されてもよい。これによって、ユーザーは、好みの長さの音声を初期データとして登録す
ることができる。
【００６２】
図６は、起動時のデジタルカメラ１０の動作を示すフローチャートである。デジタルカメ
ラ１０が起動すると（Ｓ３００）、起動認識部３２４は、起動されたことを示す起動認識
信号を起動時出力制御部３１４へ送る。ユーザーによって初期データが登録されている場
合（Ｓ３０２）、読出部３２２は、初期情報保持部３２０から初期データを読み出して再
生部３２８へ送る（Ｓ３０４）。ユーザーによって初期データが登録されていない場合、
読出部３２２は、デフォルト初期データ保持部３２６からデフォルト初期データを読み出
して再生部３２８へ送る（Ｓ３０８）。次に、再生部３２８は、読み出された初期データ
を再生する（Ｓ３０６）。再生された初期データが静止画像や動画像のデータの場合、オ
ープニング画像がＬＣＤモニタ１０２に表示される。初期データが音声データの場合、音
声がスピーカー１２２から出力される。以上で、デジタルカメラ１０の動作は終了する。
【００６３】
以上のように、上記実施形態によれば、ユーザーの好みのデータを初期データとして登録
することができる。
【００６４】
上記実施形態によれば、デジタルカメラ１０起動時にユーザーの好みの初期データを出力
することができる。
【００６５】
以上、実施の形態を説明したが、本発明の技術的な範囲はこれらの記載には限定されない
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。これらの実施の形態に多様な変更または改良を加えうることは当業者には理解されると
ころである。
【００６６】
そうした第１の変更例としては、上記実施の形態においては、初期データは、音声データ
及び画像データであったが、当然音声と画像が同時に出力される音声及び画像データであ
ってもよく、またそれ以外であってもよい。
【００６７】
第２の変更例としては、上記実施の形態においては、初期データとして登録される画像デ
ータは、１枚の画像のデータであったが、当然複数の画像を同時に表示させるような画像
データであってもよい。例えば、図７に示すように、記録された１枚の画像を同時に９枚
サムネイル表示させるいわゆるタイル画面が起動時にＬＣＤモニタ１０２に表示されても
よく、複数の異なる画像を初期データとして記録した場合、複数の画像を同時に９枚サム
ネイル表示させるいわゆるマルチ画面が起動時にＬＣＤモニタ１０２に表示されてもよい
。この場合、情報圧縮部３１８は、記録部３１６から受けとった画像をサムネイルに縮小
してもよい。また、画像データは、１つの画像のデータとして初期データ保持部３２０に
保持され、読出部３２２によって読み出されるときに複数枚読み出され、これらが同時に
画面表示されてもよい。
【００６８】
【発明の効果】
上記説明から明らかなように、本発明によればユーザーの好みのデータを初期データに登
録することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】デジタルカメラ１０の全体構成図である。
【図２】起動時出力処理部３００の機能ブロック図である。
【図３】ＬＣＤモニタ１０２を示す図である。
【図４】画像データを初期データとして登録する場合のデジタルカメラ１０の動作を示す
フローチャートである。
【図５】音声データを初期データとして登録する場合のデジタルカメラ１０の動作を示す
フローチャートである。
【図６】起動時のデジタルカメラ１０の動作を示すフローチャートである。
【図７】起動時にＬＣＤモニタ１０２が表示するタイル画面を示す図である。
【符号の説明】
１０　デジタルカメラ　　　　　　　　　２０　撮像ユニット
４０　駆動ユニット　　　　　　　　　　４２　ズーム駆動部
６０　制御ユニット　　　　　　　　　　６２　メインＣＰＵ
６４　メモリ制御部　　　　　　　　　　６６　不揮発性メモリ
６８　メインメモリ　　　　　　　　　　７４　オプション装置制御部
７６　オプション装置　　　　　　　　　８０　通信Ｉ／Ｆ部
８２　メインバス　　　　　　　　　　　１００　表示ユニット
１０２　ＬＣＤモニタ　　　　　　　　　１０４　ＬＣＤパネル
１０６　モニタドライバ　　　　　　　　１０８　パネルドライバ
１１０　操作ユニット　　　　　　　　　１１２　パワースイッチ
１１４　レリーズスイッチ　　　　　　　１１６　機能設定部
１１８　ズームスイッチ　　　　　　　　１２０　オーディオユニット
１２２　スピーカー　　　　　　　　　　１２４　Ｄ／Ａ変換部
１２６　マイク　　　　　　　　　　　　１２８　マイクアンプ
１３０　Ａ／Ｄ変換部　　　　　　　　　２００　カメラユニット
２２０　統合処理ユニット　　　　　　　３００　起動時出力処理部
３１０　初期データ指定部　　　　　　　３１２　登録有無認識部
３１４　起動時出力制御部　　　　　　　３１６　記録部
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３１８　情報圧縮部　　　　　　　　　　３２０　初期データ保持部
３２２　読出部　　　　　　　　　　　　３２４　起動認識部
３２６　デフォルト初期データ保持部　　３２８　再生部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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